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術前化学療法時代における

肝胆膵悪性腫瘍手術の合併症対策

演 者

座 長

お問合せ先是枝夕貴080-1289-4168ykoreeda@its.jnj.com

ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社 メディカル カンパニー（ジョンソン・エンド・ジョンソン メドテック）

会場:オンライン 参加費無料

©J&JKK 2024

江畑 智希先生

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科 教授

髙見 秀樹先生

名古屋大学大学院医学系研究科 消化器・腫瘍外科

卒後臨床研修・キャリア形成支援センター

肝胆膵領域の手術は高難度であり合併症率も高く、また近年では周術期化学療法の重
要性が増しており、合併症対策の重要性が増している。
これまで本教室では Blumgart 変法を、周術期プレハビリテーションなどの合併症対策
を報告してきた。また近年では small pitch and small bites による腹壁瘢痕ヘルニア予
防にも着目されるようになって おり、 Barbed Suture のSTRATAFIXによる連続縫合に
期待が寄せられる 。今後の肝胆膵手術における合併症予防策について検討する。

https://us02web.zoom.us/j/85755640098?pwd=8wJiPVd2q9Jz9igFUWA17W914r3Kby.1

ミーティング ID: 857 5564 0098パスコード: 286792

参加URL

セミナー名 領域 時間

第I部 上部消化管癌に関する講演 13:50-14:30

第II部 大腸癌に関する講演 14:35-15:15

第III部 炎症性腸疾患に関する講演 15:20-16:00

第IV部 肝胆膵の癌に関する講演 16:05-16:45

第V部 癌支持療法に関する講演 16:50-17:30

■CCOG年次セミナー 2026

本共催セミナーは、
第I部～第V部で構成された
連続したセミナーとなります。

https://us02web.zoom.us/j/85755640098?pwd=8wJiPVd2q9Jz9igFUWA17W914r3Kby.1
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